
おおたわら市 議会だより(13) 平成 27年11月1日

みなさんからの請願・陳情（委員会審査状況）

　○○○に関する
　　　　　請願（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

平成○年○月○日

請願（陳情）者
　住所　
　氏名
大田原市議会議長あて

《表　紙》 《内　容》

■ 請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してください。
■ 内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳情）者の　
　 住所及び氏名を記載し捺印して提出してください。
■ 用紙のサイズは A4版でお願いいたします。
■ 道路や水路等の場合は地図の写しや略図を添付して
　 ください。

〈 請願（陳情）書の書式例 〉

紹介議員名
（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で

陳
情
第
５
号

　
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級

　

の
前
進
」を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
5
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　
　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

小
学
校
3
年
生
以
降
の
35
人
以
下

学
級
を
計
画
的
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
等

に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、
小
学
校
1
年
生
が
国
の

制
度
に
お
い
て
、
小
学
校
2
年
生
及
び

中
学
生
の
全
学
年
を
対
象
に
、
県
が
独

自
に
弾
力
的
運
用
を
行
い
、
35
人
学
級

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
3
年
生
か
ら
6
年
生
に
つ
い

て
は
、
現
在
40
人
学
級
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
35
人
学
級
に
統
一

し
た
方
が
望
ま
し
い
と
の
判
断
か
ら
、

本
委
員
会
で
は
採
択
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

陳
情
第
６
号

　

特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」策
定

　

を
国
に
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
5
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　
　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」を
策

定
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、
特
別
支
援
学
校
に
つ
い

て
は
、
県
も
施
設
の
改
善
を
行
う
な
ど

の
努
力
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
設
置
基

準
を
策
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

施
設
が
基
準
に
充
た
な
く
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
今
後
の
生
徒

数
の
減
少
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
は
設
置
基
準
を
策
定
す

る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
今
後
の
社
会

情
勢
な
ど
の
変
化
を
考
慮
し
た
う
え

十
分
に
検
討
し
て
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
本
委
員
会
で
は
不
採
択
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

陳
情
第
８
号

　
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
創
設
」

　

を
求
め
る
陳
情（

平
成
27
年
5
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　
　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
） 　

大
学
生
に
対
す
る

「
給
付
制
奨
学
金
」制
度
を
つ
く
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の 

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、
給
付
制
奨
学
金
の
創
設

は
、
支
給
す
る
時
の
基
準
や
貧
困
の

家
庭
な
ど
、
支
給
す
る
条
件
を
策
定

し
、
ま
た
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
社

会
的
に
貢
献
で
き
る
者
な
ど
の
条
件
が

必
要
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
陳
情
理

由
に
あ
る「
大
卒
で
正
規
の
職
に
つ
い

て
も
5
割
が
3
年
で
退
職
し
、
云
々
」

と
い
う
実
態
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
給
付
制
奨
学
金

を
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断

し
、
本
委
員
会
で
は
不
採
択
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

陳
情
第
１２
号

　

年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実
な

　

運
用
を
求
め
る
陳
情

（
平
成
２７
年
８
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
2
7
0
4
‐
62

　
　

連
合
栃
木
那
須
地
域
協
議
会

議
長　

砂
廣　

直
哉

（
陳
情
の
趣
旨
）

　

年
金
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
に
、

長
期
的
な
観
点
か
ら
安
全
か
つ
確
実

な
運
用
を
堅
持
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

も
の

（
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、
さ
ら
な
る
慎
重
な
調
査

及
び
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
か

ら
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。


